
 計画の名称

 計画策定主体

 対象市町村

 計画の期間

 計画の目標

 定量的指標

 対象事業

備考

　高潮等の被害の発生する恐れのある地域について、過去における高潮等の実態及び背後地の状況等を勘案して、海岸保全施設の
新設・改良を行うことで、生命財産の安全を確保を図る。
　また、国土保全との調和を図り、国民の休養の場として利用に供するため、豊かで潤いのある海岸環境の整備を行う。

の事業内容 工期 の総事業費 費用対効果

農山漁村地域整備計画事後評価調書

佐賀県漁港海岸保全施設整備計画

佐賀県

唐津市

平成３０年度～令和５年度（６年間）

（地区名） （工種及び数量） （千円）

海岸保全施設の整備により、高潮、侵食等の被害から防護する面積22.3haを確保する。

                    当初：22.3ha　→　実績：22.3ha

事業名 計画期間内 計画期間内

事業型 事業箇所名 事業実施主体 関係市町村

総事業費が10億円以下
のため未記入170,000

海岸保全施設整
備＿漁港

高潮対策 相賀漁港海岸 唐津市 唐津市 堤防工 L=867m H30 ～ R4
(120,000)

総事業費が10億円以下
のため未記入178,200

海岸保全施設整
備＿漁港

海岸環境整備 浜崎漁港海岸 唐津市 唐津市
突堤工 L=70m
養浜工 V=12,500㎥

Ｒ１ ～ Ｒ５
(0)

調査及び計画策定等の
ソフト整備のため未記
入2,400

市町村等事業推
進

佐賀県
市町村等事業推進 1
式

H30 ～ R4
(2,500)

今後の方針
整備した海岸保全施設について、適正な維持管理を行い施設の長寿命化を図る。

また、２期計画においては気候変動の影響を踏まえた海岸保全基本計画の見直しを行う。

定量的指標について、目標を
達成できているか。

堤防工の改良を行い、高潮や波浪から背後地10haを防護することができた。
突堤工の新設及び養浜工を行い、海岸浸食から背後地12.3haを防護することができた。

　海岸保全施設の新設・改良を行うことで、高潮や浸食等から背後地の安全を確保することが
でき、事業目的に対して効果が発現できている。

評価

項目

交付対象事業の
進捗状況

事業効果の
発現状況

成果目標の
目標値の実現状況

合計
   （全体事業費）

評価細目

計画していた事業量がきちん
と完了しているか。

事業目的に対して効果が発現
できているか。

計画どおり実施出来た。

評価説明欄

#REF!

350,600


